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回 輝 語 の 類 別 詞 に つ い て

田 添 暢 彦
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要旨

回輝 語は中華 人民 共和 国海南省三亜市鳳凰 鎮回輝村お よび回新村 にお よそ6000人 の話者 を持つオー ス

トロネシア系の言語 である。本論 では筆者が2002年 か ら2010年 に行 った現地調査 で得 られ た資料 を元

に回輝語の類別詞を論 じた。回輝 語の類別詞 は数詞 、名詞、指示詞の直後に現 れ うる。 また主要部名詞 と

の関係で言えば、類別詞は主要部名詞の前に現れ る場合 と、後に表れる場 合がある。 前者は数詞 との共起

が必須で、不定である。 後者 は数詞 が現れない場合 もあ り、定を表す。

1.は じめに

回輝語は中華人民共和国海南省三亜市鳳風鎮回輝村および回新村に約6000人 の話者を

持つオース トロネシア系の言語である。回輝語には周辺の言語 と同様に、品詞 として類別

詞をたてることが可能である。本論は2002年 から2010年 に筆者が両村で収集 したテキス

トに現れた用例および質問形式で得 られた回輝語の類別詞を提示 し、類別詞が出現する環

境や、文法的機能について述べる。

回輝語の音韻体系、本論で用いる表記およびその概略的音価は表1、2、3の 通 りである。

衷1回 輝語の子音体系

両唇音 唇歯音 歯音 歯茎音 軟ロ藍音 喉頭音

鼻音 m[ml n回 可回 ng回

破裂創 無声繍 音 P[P】1 t【t1 k[k1 ?[?】

睡 声有気音 ph【P・一φ】} thIt卜一φ1 kh【kh-x】

§ 入破音 ib[6】

1 d[d】

摩擦音 無声音 S【S-6】 h[h一 丘】

有声音 vM

破擦音 無声音 ts[ts-t61

側音 101 1

1劉 立清、楊 自武両氏(と もに1981年 生まれ、男性)に は調査の度にコンサル タン トとし

てひとかたならぬ協力をいただいた。あらためてここに謝意を表 したい。言 うまでもなく、

本論に関わる全ての誤 りは筆者の責任に帰する。
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衷2回 輝語の母音体系

莇 中 後

高 i圃(W)田2 u[u-o】

中 e[e] a[a】 oIo】

低 a【a】aa[記:-a:一 α1

衷3回 輝語の声調体系

声門化無し 声門化あり

55高 平

33中 平 30中 声門化

21低 下降 10低 声門化

42高 下降

24上 昇

2.デ ータについて

筆者は2000年7月 から回輝村および回新村で回輝語文法の記述をすすめる為の調査を継

続 している。そのなかで、2002年 、2010年 には回輝村在住の2名 の女性に民話を語 って

もらったものを録音 し、別のコンサル タン トの協力を得て文字化 した。また2010年 の調査

では長 く漁業に従事 している男性に昨今の漁業のあ りさまを語っていただいたものを録音

し、別のコンサルタン トの協力を得て文字化 した。本論はこれ らのデー タとコンサルタン

トへの質問に対す る回答に基づいている。なお、民話の語 り手は80代 と50代 の女性、漁

業の語 り手は50代 の男性である。文字化に協力 して下さったのは楊子武氏(1981年 生ま

れ、男性)で ある。

3.類 別詞の例

Aikhenvald(2000:1)は 名詞をカテゴリー化するデバイスを広 く総称 してclassinersと し、

その下位に属す るものの一つとしてnumeralclassifiersを 挙げている。本論で論 じる回輝

語の類別詞はこれに相当し、名詞をその形状や機能によって分類する機能を担っている。

つま り、ある名詞が どの類別詞をとるかはその名詞の形状や機能によってある程度予測が

2漢 語からの借用語のみに現れる。
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可能である。 しか し、どのような基準でカテゴリーが形成されているのかまだはっきり分

からないところもある。

筆者はテキス トの収集 とは別に、質問形式で類別詞の例を集 めた。筆者が中国語で、あ

る名詞を提示 し、それに相 当する回輝語の名詞をインフォーマン トに答 えてもらい、次に

その名詞をどう数えるかとい う質問をして類別詞を得るとい う方法で、134の 名詞に対 して

どの類別詞を用いるかを質問 し、表4の ような回答を得た。

表4回 輝語の類別詞および共起する名詞(次 ページに続 く)

類別詞 共起する名詞

kie21 言葉

1ai21 歌

1au33 牛 、 水 牛 、 仔 牛 、 象 、 馬

pha55 土地

phia55 掛け布団、ハ ンモ ック

van33 家屋、 ビル

zok21 色

pat33 水田

pho55 ボ ー ル 、モ ス ク 、卵 、 石 、椅 子 、井 戸 、 貝 、籠 、学 校 、蚊 帳 、 キ ノ コ 、 ケ ー キ 、

イ カ 、米 、扇 風 機 、 た らい 、 ベ ッ ド、帽 子 、 星 、文 字 、 籾 、 や か ん 、ヤ シ の 実 、

山 、 指 、 ふ た 、 窓 、 瓦 、池 、 水 槽 、歯 、 釣 り針 、 豆 、 鍋 、 夢 、 部 屋 、瓶 、 カー

テ ン 、 穴 、 時 計 、 皿 、 石 け ん 、 船 、 電 球

dong55 建物

tsio33 花

phu21 自動車、 自転車

phun33 樹木、ヤシの木

8e55 人 、 馬 、蝿 、 犬 、 蚊 、 兄 弟 、 魚 、 鮫 、 鶏 、 猫 、 へ び 、 鼠 、 蟻 、 め く ら 、 っ ん ぼ 、

赤 ん 坊 、

tan33 服 、 ズ ボ ン

na55 片方

lu55 お椀

tsion21 杯

puan21 群
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表4回 輝諾の類別詞および共起する名詞(前 ページの続き)

類別詞 共起する名詞

puen21 本 、 ノ ー ト、 コ ー ラ ン

tsit33 ボールペ ン

phu24 メ ガ ネ 、 網

pau33 タバ コ ー 包 み

tsiat24 眼 、 靴 、 箸 、 鶏 手羽 、腕 、 脚

be24 川 、 木 の 幹 、 小 枝 、 さ と うきび 、 しっ ぽ 、 タバ コ 、 鉄 棒 、 ひ げ 、 ひ も 、 か み 、

ベ ル ト、 マ ッチ 、 羽 毛 、 橋 、針 、線 、 道 、 ブ レス レ ッ ト、 蛍 光 灯 、 ろ うそ く

de55 紙 、 は っ ぱ 、 む しろ

klloei33 雲 、 肉 、 土 地 、 水 田

pa21 鍵 、 鎌 、 剣 、 小 刀 、 の こ ぎ り、 歯 ブ ラ シ、 包 丁 、櫛 、 笛 、 ス プー ン、 は し ご 、

傘 、 は さみ

sin21 壁 、 雲

za24 ケーキー切れ

siong21 列

lau21 階

3.類 別詞が現れる環境

回輝語の類別詞が出現 しうる環境は3通 りある。すなわち数詞の直後、名詞の直後、指

示詞の直後である。以下の例文では類別詞を大文字で表記 している。

(1)数 詞 の 直 後

ma21vi24tha21ta21SEzaang30

む か し あ る1CL人

`む か し
、 一 人 の 人 が い た 。'

(2)名 詞 の 直 後

sau42ti2isionglOhaai2ithai2imai33SEtaai30

そ して 思 う 害 す る 妹CL死 ぬ

`そ して そ の 妹 を殺 そ うと 思
っ た'
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(3)指 示 詞 の 直 後

kaan33nan33SE

魚 そ のCL

`そ の魚'

鄭(1997:81-82)は 「量詞の前には数詞があって初めて名詞を修飾す ることができる(P.

82)」 としているが、(2)(3)のよ うに類別詞の前に数詞がこない例もある。

(1)(2)(3)の違いを言い換 えれば、(1)では類別詞は主要部である名詞に対 して先行 している

のに対 して(2)(3)では主要部名詞に後続 している。本論では仮に前者を類別詞先行型、後者

を類別詞後続型 と呼び、両者の違いを検討する。

4.1数 詞との共起

類別詞先行型の例を見ると、類別詞は常に数詞と共起 し、数詞を伴わずに類別詞が現れ

る例は見 られない。例 えば、

(4)nau33sau42ti2isien21naang30SEna24

彼 女 そ し て 生 む6CL子 供

`彼 女 は6人 の 子 供 を 生 ん だ'

のような例はあるが、

(5)★nau33sau42ti2isien2iSEna24

彼 女 そ して 生 むCLこ ど も

`彼 女 は 子 供 を 産 ん だ'

のような例は見 られない。

それに対 して類別詞後続型では数詞 との共起は義務的ではない。次の(6)(7)と もに類別詞
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後続型であるが、(6)は数詞thua2i「2」 が類別詞の前にあるのに対 して、(7)は類別詞の前

には数詞は無い。

(6)se33thua21SEi55t8iang30nan33

馬2CL寝 る 場 所 そ の

`そ の2頭 の 馬 は そ こ に寝 た
。'

(7)1a21tsun33SEkiang33poi24tha33

小 鳥CLで き る 話 す 言 葉

`そ の 小 鳥 は言 葉 を話 せ る
。'

4.2定 性

類別詞先行型は、それまでの文脈で言及されていない事物が出現する場合に用い られ る。

例えば、次に見る(8)は物語の冒頭で主人公である老夫妻 を導入する場面で、「ある老翁」、

「ある老婆」には類別詞先行型が用い られている。

(8)tha21ta21SEkai33ta21se55na21

有 る1CL老 翁1CL老 婆

`あ るお 爺 さん とお ば あ さ ん が い た'

それに対 して類別詞後続型はすでに話題に上っている事物を指す場合に用いられ る。た

とえば、次の(9)には類別詞を含む名詞句が2回 出現する。ひ とつめは(8)と同様に物語冒頭

で小鳥が登場する場面である。 この小鳥はここで初めて出現 し、それまでの文脈で言及 さ

れていないので類別詞先行型が用い られている。それに対して二つ 目の類別詞は 「その小

鳥は言葉が話せた」の部分に出現する。 ここで 「その小鳥」は前文に登場 した 「小鳥」 を

受けてお り、類別詞後続型で表 されている。すなわち類別詞後続型で表 される名詞句はそ

の文脈に既出の特定のものを指 している。
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(9)hiou30si24tha21ta21SEla21tSun33,la21tsun33SEkiaang33

昔 あ る1CL小 鳥 小 鳥CLで き る

poi24tha33

話 す 言 葉

`昔あ る1匹 の 小 鳥 が お り
、 そ の 小 鳥 は 言 葉 が 話 せ た'

5.結 語

本論は調査で現れた回輝語の類別詞の例を共起す る名詞 とともに提示 した。次に類別詞

の出現環境について述べた。類別詞は数詞、指示詞、名詞の直後に現れ うるが、類別詞が

主要部名詞よ りも前に現れる場合はその名詞句の指示対象は不定であ り、反対に類別詞が

主要部名詞に後続す る場合、その名詞句の指示対象は定である。個々の類別詞が形成す る

カテゴリーに関 しては さらに詳 しく検討する必要がある。

略号

1sg.一 人称単数

2sg.二 人称単数

CL類 別詞
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                       Classifiers in Tsat (Huihui) 

                             Nobuhiko Tazoe 

                       Keywords: Tsat, Austronesian, classifiers. 

                                 Abstract 

 Tsat is an Austronesian language which is spoken in Huihui and Huixin villages in Sanya city, 

P.R.China by about 6000 people. This paper examines classifiers in Tsat on the basis of my field data 

collected from 2002 to 2010. 

In Tsat, classifiers can occur right after a numeral, noun, or demonstrative. In a noun phrase in Tsat, 

 classifiers can occur  either before or after a head noun. The former co-occurs with a numeral, and the 

reference is indefinite. The latter can occur without numeral, and the reference is definite.

(たぞえ ・のぶひ こ　沖縄国際大学非常勤 講師)
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